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【昨日の市況概要】 公示仲値 108.47

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.38 1.1287 122.33 1.2645 0.6964
SYD-NY High 108.47 1.1322 122.53 1.2648 0.7000
SYD-NY Low 107.77 1.1275 121.75 1.2584 0.6957
NY 5:00 PM 107.90 1.1285 121.80 1.2595 0.6995

NY DOW 26,786.68 69.25 日本2年債 -0.2200 0.00bp        
NASDAQ 8,109.09 17.93 日本10年債 -0.1400 1.00bp        

S&P 2,973.01 8.68 米国2年債 1.7623 ▲2.79bp     
日経平均 21,754.27 24.30 米国5年債 1.7426 ▲5.26bp     
TOPIX 1,589.84 4.99 米国10年債 1.9749 ▲5.69bp     

ｼｶｺﾞ日経先物 21,710 15 独10年債 -0.3690 ▲1.30bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,559.19 61.69 英10年債 0.7205 ▲9.15bp     

DAX 12,526.72 5.34 豪10年債 1.3395 0.80bp        
ﾊﾝｾﾝ指数 28,875.56 332.94 USDJPY 1M Vol 5.99 ▲0.36%
上海総合 3,043.94 ▲ 0.96 USDJPY 3M Vol 6.03 ▲0.09% 　

NY金 1,408.00 18.70 USDJPY 6M Vol 6.28 ▲0.15%
WTI 56.25 ▲ 2.84 USDJPY 1M 25RR -1.00 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 177.84 ▲ 3.29 EURJPY 3M Vol 6.18 ▲0.22%
ドルインデックス 96.73 ▲ 0.12 EURJPY 6M Vol 6.68 ▲0.20%

108.20 

108.40 

108.60 

-0.40%

-0.20%

0.00%

AUD SEK CAD CHF NOK USD DKK EUR NZD GBP

ﾄﾞﾙ円は早朝の「米USTRがEU航空機補助金に対して40億ﾄﾞﾙ分の報復関税を検討」とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝを受け 時108 28まで下

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

7月2日 13:30 豪 RBAｷｬｯｼｭﾚｰﾄ - 1.0% 1.0%

18:00 欧 PPI（前月比/前年比） 5月 -0.1%/1.6% 0.1%/1.7%

7月3日 00:00 米
【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

7月3日 17:00 欧 マークイットPMI(サービス業/コンポジット) 6月 53.4/52.1 53.4/52.1

21:15 米 ADP雇用統計 6月 140k 27k

21:30 米 貿易収支 5月 -$54.0b -$50.8b

21:30 米 新規失業保険申請件数 - 223k 227k

23:00 米 耐久財受注（前月比)・確報 5月 -1.3% -1.3%

23:00 米 ISM非製造業景況指数 6月 56.0 56.9

メスター･クリーブランド連銀総裁「利下げを支持する用意はまだない」

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：百瀬・綱島

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は、ｵｾｱﾆｱ時間に「欧州航空機大手への補助金を巡り、米国がEUに対して40億ﾄﾞﾙ相当の報復関税を
課す可能性がある」との報道に108.28まで急落する場面も見られたが、その後は108.40近辺で方向感無く推移。一時
108.47まで上昇するが、前日高値(108.53)は上抜け出来ず、108.20近辺まで反落し、108.28ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は主
要な米経済指標発表が予定されていない中、米金利の低下を手掛かりにﾄﾞﾙ売りが進み、108.12まで下落。その後、ﾅﾊﾞﾛ
米大統領補佐官が「米中通商協議はとても良い方向に進んでいる」との発言を受けて108.25まで上昇するが、「ﾌﾟｰﾁﾝ露大

統領が露国防相と緊急会談」等のﾍｯﾄﾞﾗｲﾝにﾘｽｸｵﾌﾑｰﾄﾞが強まり、米10年債利回りが1.97％台まで低下する中、ﾄﾞﾙ円も
107.77まで下落。売り一巡後、107.80近辺で小動きとなり、107.90ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは、一時
1.1275まで下落する場面もあったが、早朝に「ECB政策担当者達は7月に急いで利下げする必要がないと見ている」との報
道にﾕｰﾛ買いで反応し、1.1322まで急上昇。しかし、「ECB次期総裁候補に(他の候補者よりもﾊﾄ派寄りと見られている)ﾗｶﾞ
ﾙﾄﾞIMF専務理事が浮上」との報道が伝わると、1.1300近辺まで反落し、1.1297ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は1.1300手前でも

み合い。その後、米金利の低下を背景に1.1312まで上昇するが、ﾗｶﾞﾙﾄﾞ氏に関する報道が再び意識されためか、上値は
重く、1.12台に戻す。終盤は1.1283まで安値を更新し、1.1285ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。

東
京

ﾄﾞﾙ円は早朝の「米USTRがEU航空機補助金に対して40億ﾄﾞﾙ分の報復関税を検討」とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝを受け一時108.28まで下
落した後、東京市場は108.38ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。週末の米中首脳会談を好感した堅調な株価にｻﾎﾟｰﾄされ108円台前半で底

堅く推移。しかし、週末に米雇用統計を控えていることや、米中通商協議の先行き不透明感から上値追いの展開とはなら
ず高値108.47と狭いﾚﾝｼﾞ内で推移し、108.40ﾚﾍﾞﾙで海外市場へ渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､108.40ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡前日夜の米対EU関税の報道で円買いがやや優勢､上値が重い展開｡108.20
円まで小幅に下落し､108.28ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.2643ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡前日安値1.2633を下抜けると売りに押
される展開｡英6月建設業PMIは43.1と市場予想を大幅に下振れ､一時1.2606まで下落するも､その後は買戻しの動き､
1.2629ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡
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21:30 米 新規失業保険申請件数 - 223k 227k

23:00 米 耐久財受注（前月比)・確報 5月 -1.3% -1.3%

23:00 米 ISM非製造業景況指数 6月 56.0 56.9

メスター･クリーブランド連銀総裁「利下げを支持する用意はまだない」

昨日のドル円は下落。東京時間の朝方は、米通商代表部がEU産品に新たに関税を課すと発表したことから、貿易

摩擦への懸念が再び台頭し、ドル円は下落。ロンドン時間に入ると、ECB政策担当者が「急いで7月に利下げを行う

必要はない」との見方を示したことから、ユーロドルは一時1.132台をつける展開に。しかしその後は、ナバロ国家通

商会議委員長が華為技術に対して、「同社に対する米国の政策スタンスに変わりはない」と述べたことを背景に欧米

金利が低下。米10年金利が2%を割る中、ドル円に関しては、107後半まで下落。本日のドル円は動意の薄い展開を

予想。米国の独立記念日を前に、参加者も少ない中、方向感無い推移になるものと考える。
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